
放射性物質で汚染された森林土壌をウッドチップで除染する 

環境負荷がない高効率の除染技術を開発 

 

 

 

 

 

 

 

１．背景 

東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴い、森林に飛散した各種の放射性物質のう

ち、半減期の長い放射性セシウムの除染が急務となっています。現在この除染方法とし

ては森林の伐採や落ち葉の除去といった対応となっていますが、これらの方法は除染効

率が低く、森林生態系から樹木や落ち葉を持ち去ることによる土壌侵食や土壌生物の激

減といった環境負荷が大きいといった問題があります。 

横浜国立大学は、森林の有効な除染技術を開発するため、文部科学省科研費や地元住

民の支援を得ながら、宇都宮大学、新潟大学、東北大学、福島大学、東京大学、東京農

工大学、千葉大学などと共同研究を行いました。 

２．技術内容 

本技術は、除染を行う現地の樹木を破砕してウッドチップとし、回収を容易にするた

めにネット袋に入れ、放射性セシウムで汚染された森林土壌の表面に設置し、数か月か

ら半年程度の一定期間後にウッドチップ袋を回収することで除染を行うという方法で

す。 

カビのような菌類（糸状菌）が落ち葉や枯れ木で生育すると、放射性セシウム元素を

菌体内に取り込んで濃縮します。森林の土壌中には多くの菌類が生息しています。そこ

で回収可能なウッドチップを森林に設置し、菌類を生育させた後に、放射線セシウムを

取り込んだ菌類を回収すれば放射性セシウムを効率よく森林から除去できます。 

除染効果を検証するため、福島県の森林で実証試験を行い、本技術が高効率で環境に

負荷を与えない優れた除染技術であることを確認しました。 

本技術の詳細な内容は、1 月 28 日（火）独立行政法人科学技術振興機構主催の「新

技術説明会」にて発表いたします。 
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 横浜国立大学大学院環境情報研究院の金子信博教授は、放射性セシウムで汚染された森林の

除染技術を確立しました。 

本技術は、森林の土壌に生育している菌類がセシウム元素を吸収する性質に注目し、ウッド

チップ（破砕した木材）を袋に入れて森林に設置し、菌類がある程度生育した後に袋を回収す

ることで除染ができるというもの。生態系の仕組みを巧みに利用した環境負荷の少ない除染技

術であり、福島県での実証実験で従来の除染方法より効果が高いことが確認されました。 

今後、除染が遅れがちであった森林地区への新しい除染方法として活用が期待できます。
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